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酵母チトクローム c ペルオキシダーゼは，ペルオキシド存在下にチトクローム c を酸化すると同時




瀧尾君はチトクローム c ペルオキシダーゼのアポタンパク質の一次構造を決定し， x線結晶解析に
よる立体構造の解明に寄与し，酵素反応の分子レベルにおける機作の解明をこころざした。 1 個含有
される SH基をカルボキシメチル化したのち， トリプシン消化，キモトリプシン消化， CNBr による
メチオニル結合の切断 酸による Asp-Pro結合の選択的切断などの方法により，得られる多数の大小
のペプチドを分離，精製し，それらの構造を決定して分子量34 句 000の本酵素の全一次構造の決定に成
功した。この結果は， Kraut らとの共同研究による X線結晶解析 (2.5 A) を速やかに完成させること
ができ， Arg-48 , Trp-51 , His-52 , His-174 が活性に重要な残基であることを明らかにした。これら両
His残基のイミダゾール基はプロトヘムに配位し，その平面から 3.6Aの位置に存在する Trp-51 のイ
ンドール基はプロトヘムと π 電子相互作用し，本酵素の活性残基の一つであることを明らかにした。
以上の瀧尾君の研究結果は，ペルオキシダーゼの反応機構を分子レベルで解明する上に大きな寄与
をなすものと考えられ，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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